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平成 30 年 11 月 20 日 

各 位 

 

 

 

 

 

 

 

業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績の動向等を踏まえ，「平成 29 年 11 月期決算短信」にて公表しました連結業績予想、個別業績予想

および期末配当予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

○業績予想の修正について 

１．平成 30 年 11 月期連結業績予想数値の修正(平成 29 年 12 月１日～平成 30 年 11 月 30 日)             

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円 

57,000 

百万円 

2,200 

百万円 

2,400 

百万円 

1,500 

円 銭 

175.63 

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 64,000 2,500 2,800 1,900 224.71 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 7,000 300 400 400 － 

増    減    率（％） 12.3 13.6 16.7 26.7 － 

(参考)前期実績 

(平成 29 年 11 月期) 

52,363 1,894 2,095 1,235 144.31 

 
 

２．平成 30 年 11 月期個別業績予想数値の修正（平成 29 年 12 月１日～平成 30 年 11 月 30 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円 

39,000 

百万円 

1,600 

百万円 

1,900 

百万円 

1,300 

円 銭 

152.21 

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 42,000 1,900 2,200 1,600 189.23 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 3,000 300 300 300 － 

増    減    率（％） 7.7 18.8 15.8 23.1 － 

(参考)前期実績 

(平成 29 年 11 月期)実績 

35,482 1,289 1,621 1,054  123.14 

 

会 社 名 マ ル カ キ カ イ 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 竹下 敏章 

(コード番号 7594 東証第一部) 

問合せ先 取締役兼執行役員管理本部長 

 飯 田 邦 彦 

 （TEL 06－6450－6823） 
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３．業績予想修正の理由 

    当社グループは、「マルカグローバルイノベーションⅡ 新たな幕開け 変革の刻」をテーマに、中期経営

計画の２年目として各種施策に取り組んで参りました。 

   国内においては自動車業界向けに工作機械の販売が好調に推移し、米州も自動車業界向けを中心に工作機械

や射出成形機の販売が伸びました。 

   このような状況から、連結、個別双方の業績が平成 30 年 1 月 15 日の決算発表時に公表した業績予想を上

回る見込でありますので、上記のとおり修正いたします。 

     

○配当予想の修正 

１．修正の内容 

 第２四半期末 期  末 年  間 

前回発表予想 20 円  23 円  43 円  

(平成 30 年１月 15 日) (普通配当 20 円 ) (普通配当 23 円 ) (普通配当 43 円 ) 

今回修正予想  

25 円  45 円  

(普通配当 23 円 ) (普通配当 43 円 ) 

(記念配当 ２円 ) (記念配当 ２円 ) 

当期実績 
20 円  

  
(普通配当 20 円 ) 

(ご参考)前期実績  17 円  23 円   40 円  

 (平成 29 年 11 月期) (普通配当 17 円 ) (普通配当 23 円 ) (普通配当 40 円 ) 

 

２．修正の理由 

当社は、平成 30 年９月をもちまして、上場 20 周年を迎えました。 

    これらはひとえに株主の皆様をはじめ関係者各位の暖かいご支援の賜と心より感謝申し上げます。 

      つきましては、日頃の株主の皆様のご支援に感謝の意を表するため、期末配当予想を一株につき 23 円の 

    普通配当に、記念配当２円を加えた合計 25 円とすることといたしました。 

     この結果、当期の一株当たりの年間配当は、第２四半期末配当の 20 円と合わせて 45 円となる予定であり 

  ます。なお、本件につきましては、平成 31 年２月下旬開催予定の当社第 72 回定時株主総会に付議する予定 

  であります。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


